
2025 年 12 月 23 日 

高崎商科大学 

高崎商科大学短期大学部 

 

2027 年度（令和 9 年度）入学者選抜について（予告） 

 

  2027 年度（令和 9 年度）入学者選抜について、2026 年度（令和 8 年度）入学者選抜からの主な変更点を、

以下のとおりお知らせします。 

 なお、本予告は現時点での予定であり、今後変更となる場合があります。予告内容に変更が生じた場合は、

本学ホームページ等で公表します。入学者選抜の詳細については、必ず当該年度の入学試験要項をご確認くだ

さい。 

 

2027 年度 総合型選抜について 

・ 高崎商科大学（商学部 経営学科・会計学科）および高崎商科大学短期大学部（経営学科）の総合型選抜Ⅱ

期では、1 次試験と 2 次試験を同日に実施し、受験者全員が両試験を受験するものとします。なお、1 次

試験および 2 次試験の合否発表は、試験日とは別日の同日に行います。 

※総合型選抜Ⅰ期については、従来どおり 1 次試験と 2 次試験を別日に実施し、1 次試験通過者のみが 2

次試験を受験できる方式を継続します。合否発表についても、これまで同様、1 次試験と 2 次試験でそれ

ぞれ別日に行います。 

 

2027 年度 学校推薦型選抜について 

・ 高崎商科大学（商学部 経営学科・会計学科）の学校推薦型選抜 公募制は廃止します。 

※高崎商科大学短期大学（経営学科）の学校推薦型選抜 公募制は従来どおり実施します。 

・ 高崎商科大学（商学部 経営学科・会計学科）および高崎商科大学短期大学部（経営学科）の学校推薦型選

抜 数理・データサイエンス活用制ならびに学校推薦型選抜 全国児童養護施設推薦制において、小論文試験

（60 分間・600～800 字）を導入します。あわせて、面接試験時間を従来の 15 分間から 20 分間に変更し

ます。 

・  

2027 年度 一般選抜について 

・ 高崎商科大学短期大学部（経営学科）の一般選抜 1 科目型（前期・後期）は廃止し、一般選抜 3 科目型（前

期・後期）および一般選抜 4 科目型（前期・後期）を新設します。なお、一般選抜 2 科目型（前期・後期）

は、従来どおり実施しますが、評価内容の一部を変更します。試験科目等の詳細は、以下の表をご確認くだ

さい。また、高崎商科大学（商学部 経営学科・会計学科）の一般選抜受験者は、短期大学部の一般選抜を

無料で併願することが可能です（併願は選択制）。 

 



 

3 年次編入入試および特別入試について 

・ 3 年次編入入試および特別入試の入試名称を、以下のとおり変更します。 

変更前）3 年次編入型選抜 指定校推薦  

変更後）学校推薦型選抜 3 年次編入型 

 

変更前）3 年次編入型選抜 一般 

変更後）総合型選抜 3 年次編入型 

 

変更前）特別選抜 留学生・社会人・帰国子女 

変更後）総合型選抜 特別選考型（留学生・社会人・帰国子女） 

 

・ 3 年次編入型選抜 留学生は廃止し、総合型選抜 3 年次編入型に統合します。 

２０２７年度一般選抜 高崎商科大学短期大学部 経営学科 

入試区分 方式 試験科目 試験時間 科目試験配点 合計 

前 期 

４科目型 

マーク 
シート 
方式 

【必須】「国語」「英語」「数学」 
【選択】「日本史」「世界史」「公民」から１科目 

各６０分 各１００点 

科目試験４００点 

３科目型 
【必須】「国語」「英語」 
【選択】「数学」「日本史」「世界史」「公民」から１科目 
※4科目型受験の場合、高得点の科目を採用 

科目試験３００点 

２科目型 

【必須】「国語」 
【選択】「英語」「数学」「日本史」「世界史」「公民」から１科目 

※4科目型、3科目型受験の場合、高得点の科目を採用 

※「調査書」及び「活動報告書」の評価も含む 

科目試験２００点、 
「調査書」及び 

「活動報告書」による評価点（６点） 

後 期 

４科目型 

記述 
方式 

【必須】「国語」「英語」「数学」 
【選択】「日本史」「世界史」から１科目 

科目試験４００点 

３科目型 
【必須】「国語」「英語」 
【選択】「数学」「日本史」「世界史」から１科目 
※4科目型受験の場合、高得点の科目を採用 

科目試験３００点 

２科目型 

【必須】「国語」 
【選択】「英語」「数学」「日本史」「世界史」から１科目 

※4科目型、3科目型受験の場合、高得点の科目を採用 

※「調査書」及び「活動報告書」の評価も含む 

科目試験２００点、 
「調査書」及び 

「活動報告書」による評価点（６点） 

◆出題範囲について 

各試験科目は、現行の学習指導要領に基づき、以下の範囲より出題します。後期の試験には「思考力･判断力･表現力」を評価するため、自ら考え立論し、それを表

現するなどの記述式問題を含みます。 

【国語】現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）    【英語】英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ 

【数学】数学Ⅰ、数学Ａ（図形の性質、場合の数と確率） 【日本史】歴史総合、日本史探究 【世界史】歴史総合、世界史探究  【公民】公共 

※後期に限り、試験科目「国語」の一部に「総合問題」を含みます。「総合問題」は、複数の文章・資料の内容を理解したうえで設問に答える記述式問題です。高等学校

までの学習内容を踏まえ、理解力や思考力、表現力、論理性などの素養を評価することを目的としています。  

※一般選抜２科目型は、科目試験の点数と「調査書」及び「活動報告書」による評価点の合計点で合否判定を行います。調査書は「全体の学習成績の状況」により「知

識・技能」を評価し、評価点は最大３点です。活動報告書では「主体性・多様性・協働性」を評価し、評価点は最大３点です。 


